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研究成果の概要（和文）：遺伝子の発現を制御する転写因子NF-kBの働きは、人間が健康を維持するために、厳
密に制御されている。この制御には、ユビキチンが鎖状に繋がった足場で複数のNF-kB活性化タンパク質が協調
的に働くことが必要である。本研究では、足場と活性化タンパク質の複雑な動態を時間や細胞内空間を考慮して
数理科学を用いてシミュレーションすることに成功し、新たなNF-kBの制御メカニズムを提唱しました。また、
NF-kB活性化異常が原因となる白血病や神経疾患の発症、乳がんの悪性化の新たなメカニズムを明らかにしまし
た

研究成果の概要（英文）：The function of the transcription factor NF-kB, which regulates gene 
expression, is tightly regulated in order to maintain human health. This regulation requires the 
coordinated action of multiple NF-kB activating proteins on a ubiquitin-linked scaffold. In this 
study, we succeeded in simulating the complex dynamics of the scaffold and activation proteins using
 mathematical science, considering time and intracellular space, and proposed a new mechanism of 
NF-kB regulation. In addition, we clarified new mechanisms of leukemia, neurological diseases, and 
malignant transformation of breast cancer caused by abnormal NF-kB activation.

研究分野：細胞内シグナル伝達

キーワード： シグナル伝達　数理モデル　炎症　免疫　ユビキチン　白血病　乳がん
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研究成果の学術的意義や社会的意義
転写因子NF-kBの活性化は、その強さ、継続時間、周期性という点で、活性化を誘導する刺激や細胞によって異
なり、その違いが誘導する標的遺伝子の種類を変化させることから、本研究の成果である活性化動態の数理シミ
ュレーションはNF-kB活性化が誘導する多様な生命現象の理解に大きく貢献する。また、白血病や神経疾患の発
症、乳がんの悪性化の原因となるNF-kB活性化異常の新たなメカニズムの解明は、治療薬の開発に繋がる重要な
成果と考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
転写因子 NF-kBは発生、炎症免疫反応、骨代謝

などで重要な役割を果たし高次生命体の恒常性

維持に必須である。その活性化は厳密に制御さ

れおり制御破綻は、がんや自己免疫など重篤な

疾患の発症を誘導する。NF-kB は、通常その抑

制因子 IkBaと複合体を形成することにより細

胞質に係留され不活化されているが、サイトカ

イン等細胞外シグナルで誘導される IkBaのリ

ン酸化とそれに続く Lys48 型ポリユビキチン

（K48Ub鎖）化による IkBaのプロテアソーム依

存的分解により、NF-kB が核移行し活性化され

標的遺伝子の発現が誘導される。この時 IkBaを

リン酸化する IkB kinase 複合体(IKKa, IKKb, 

NEMOで構成される)の活性化には、代表者井上

が発見した E3酵素 TRAF6による Lys63型ポリ

ユビキチン鎖（K63Ub鎖）合成や分担者徳永が

発見した LUBAC 複合体による直鎖状ポリユビ

キチン鎖（M1Ub鎖）合成が必須である。K63Ub

鎖や M1Ub鎖はタンパク質の分解を誘導せず、

これらのユビキチン鎖に結合するタンパク質群

を介してシグナル複合体形成の足場となる（図

１）。即ち井上と徳永は K63Ub鎖や M1Ub鎖が

NF-kB シグナルに関与する制御エレメント（要

素）を機能的にリンクさせる機能を持っている

ことを明らかにした。その後、井上と徳永は新

学術領域「修飾シグナル病」計画班として連携

し K63Ub鎖や M1Ub鎖を標的に NF-kBシグナ

ルを制御し疾患発症に強く関わる分子 p47 や A20 を同定するとともに K63Ub 鎖と M1Ub 鎖

が協調して機能することを見出した。また井上は NF-kBの標準経路による NF-kBの核内濃度

の振動の 3D シミュレーションに成功するともに、非標準経路における振動を世界で初めて

可視化することにも成功し、NF-kB シグナル研究において数理シミュレーションを導入可能

な生命現象をさらに見出している（図２）。このような背景と経緯から、本申請ではユビキチ

ンによるNF-kB制御について世界的な研究を進める井上と徳永が強力な共同研究を実施し本

領域の他班員と効率の良い異分野連携を進めながらNF-kBシグナルに関与する制御エレメン

ト（要素）をさらに同定するとともに数理シミュレーションから炎症免疫反応が関与する生

命現象おける NF-kBシグナルの新たな制御機構や生理機能の解明を目指した。 
 
２．研究の目的 
上記の学術的背景をもとに、明らかにすべき以下の目的を設定した。 

（１）非標準経路における NF-kB の核内濃度振動のメカニズム解明とその数理シミュレーショ

ン 

（２）in vivoに近い極性をもった NF-kBシグナルのイメージングとその数理シミュレーション 



（３）T細胞におけるM1Ub鎖によるNF-kBシグナル制御の数理シミュレーション 

（４）K63Ub鎖とM1Ub鎖による NF-kBシグナル制御に関与する新規因子の同定、その作用

機構の解析と免疫炎症応答反応における生理的意義の解明 

（５）前項４）で同定したタンパク質の単独あるいは複合体の立体構造解析 

（６）K63Ub鎖とM1Ub鎖による NF-kBシグナルの阻害剤・バイオプローブ探索及び構造生

物学的解析 

 
３．研究の方法 
目的ごとに方法を記す。 
（１）井上が見出している非標準経路における NF-kBの核内濃度振動（研究目的 図２）と転写

活性との関係を明らかにするとともに振動に関与するタンパク質を同定し、その分子機構を解

明する。振動に関わる因子が明らかになったら、鈴木と連携して数理モデルを構築する。 

（２）上野との連携で紫外線照射依存的にタンパク質の複合体形成を誘導するケミカルを用い

て細胞局所で極性を持った NF-kBシグナルを任意の時間に活性化する系を確立する。IkBaの分

解と NF-kBの核移行を可視化することで極性をもったシグナルをイメージングにより解析し、

得られたデータからシグナル伝播の速度と方向性を数理モデル化する。 

（３）T細胞などのリンパ球は、線維芽細胞などに比較すると体積が極めて小さく、核容積率が

高い。さらに、Tyrキナーゼや他の制御因子が関わる複雑なNF-kB活性化経路を有する。そこで、

徳永は、鈴木と連携して数理シミュレーションによってT細胞受容体刺激に伴うNF-kB活性化を

解析する。 

（４）井上、徳永は、澤崎のプロテインアレイおよび尾山のタンパク質複合体の質量分析によ

り K63Ub鎖結合タンパク質、M1Ub鎖結合タンパク質、RANK-TRAF6シグナル及び LUBAC

シグナル経路に関与するタンパク質を同定する。さらに同定したタンパク質の機能および作用

機構を培養細胞あるいはマウス個体にゲノム編集技術を駆使して生化学的、分子細胞生物学的

に解析する。 

（５）構造解析グループと連携して前項４）で同定した K63Ub鎖/M1Ub鎖結合タンパク質、

NF-kBシグナル関連タンパク質の単独あるいは複合体の立体構造解析を実施し、その結果をも

とにタンパク質の作用機構を解明する。 

（６）前項４）で同定した K63Ub鎖/M1Ub鎖結合タンパク質、NF-kBシグナル関連タンパク

質に特異的に結合して阻害剤やバイオプローブとして機能する化合物や NF-kBシグナルを制御

する脱ユビキチン化酵素阻害剤を澤崎と上野と連携して探索する。 
 
４．研究成果 
（１）成人 T細胞白血病(ATL)はヒト T細胞白血病ウイルス I (HTLV-1)の感染が原因であり、九

州、四国南部は世界的に見ても患者

が多い地域である。これまでの研究

から HTLV-1 の発癌タンパク質 Tax

は恒常的なNF-kB活性化を誘導して

ATL を発症させると考えられてい

る。井上は、徳永、澤崎との連携で、

Tax により M1Ub 鎖 E3 である

LUBAC と K63Ub 鎖 E3 が協調して

K63 及び M1 のハイブリッド Ub 鎖



を合成し、それを足場にM1 Ub鎖と K63Ub鎖の各々に結合することができる IKK複合体（NF-

kB活性化を誘導するリン酸化酵素複合体）が高分子複合体になり、互いにトランスに自己リン

酸化することで IKKが活性化するモデルを提唱した(PLoS Pathog. 2017、図 3)。K63Ub鎖とM1Ub

鎖の機能的でかつ時空間的連携が白血病発症に繋がることを世界に先駆けて示した成果である。 

（２）NF-kB標準経路の研究から NF-kBのサブユニットの一つである RelAタンパク質の核-細

胞質間振動が転写制御に重要な役割を果たしていることが知られている。一方、標準経路とは異

なる役割を有する非標準経路についてはその時空間的動態を解明されていなかった。井上は非

標準経路で機能する NF-kBサブユニットの RelBを RelB-Venus発現細胞を作成することで可視

化し、RelBが刺激依存的に核-細胞質間をおよそ 90min周期で振動することを見出した。さらに、

CRISPR/Cas9 を用いて NF-kB 制御関連遺伝子の発現を抑制することで p100 が振動抑制因子で

あり、本来標準経路に関与する IkBaが NES（核外輸送配列）を介して非標準経路の振動に必須

な役割を果たしていることを世界に先駆けて明らかにした（論文準備中、図 4 左）。さらに振動

の時空間的動態の情報をもとに鈴木と連携して振動の数理モデル化にも成功した（論文準備中、

図 4 右）。一方、標準経路についても鈴木との連携でタンパク質リン酸化に基づく新たな数理モ

デルを確立し, リン酸化が正常に行われない場合に周期や振幅に破綻が生じる可能性があるこ

とを示した（J. Theor. Biol. 2019）。 

（３）山本は NF-kB の活性化が、発癌頻度が高まる妊娠時の乳腺上皮細胞の幹細胞の維持およ

び悪性 Basal-like 乳癌における高転移性の乳癌幹細胞の維持に寄与していることを明らかにした

(Commun. Biol. 2019)。さらに、Basal-like 乳癌細胞株において上皮間葉転換(EMT; Epithelial 

Mesenchymal Transition)とその逆過程である間葉上皮転換(MET)が平衡関係にあることを見出し

た(Cancer Sci. 2017)。EMT/MET バランスが腫瘍の転移において重要な役割を果たすことから、

上皮性細胞と間葉系細胞における NF-kB 活性化を含む細胞内シグナル伝達および細胞間シグナ

ル伝達と EMT/MET バランスの関係の数理シミュレーションを目的として解析した。そのため

に CRISPR/Cas9 を用いた網羅的遺伝子スクリーニングを行い、腫瘍内 EMT-MET バランスに関

与する遺伝子やシグナル伝達を網羅的に解析した。その結果、複数のエピジェネティックな転写

制御因子を同定した（論文準備中）。この成果は、EMT制御の新たなメカニズムの同定に繋がる

ことが想定され、これらの因子が関与する腫瘍内 EMT-MET バランスのシミュレーションが可

能となると考えられる。 

（４）山本は、ウイルスと細胞の相互作用を数理的に扱う実験系の確立を目指し、新型コロナウ

イルスが誘導する膜融合を定量することに成功した。この定量系を用いて阻害剤ナファモスタ



ットを同定し(Viruses 2020)、現在新型コロナ感染症の治療薬候補として臨床の観察研究を終了

し(Critic. Care 2020)、特定臨床試験を現在実施している。 

（５）徳永は澤崎、石谷と連携して、オ

プチニューリン(OPTN)内の UBAN ドメ

インが M1Ub に特異的に結合すること

を構造生物学に解明し、その機能喪失型

変異が筋萎縮性側索硬化症(ALS)に連関

することを明らかにした(Nat. Commun. 

2016)（図５左）。重要なことに、OPTN

変異を伴う ALS患者の神経細胞内凝集体にはM1Ubや活性化 NF-kB(P-p65)が含まれることを突

き止めた（図５右）。その後、OPTNに起因する家族性 ALSのみならず、孤発性 ALSやアルツ

ハイマー病においても、微細な封入体では K48Ub のみ結合しているが、封入体が増大すると

K48Ubに加えてK63UbやM1Ubを包含する多様なユビキチン鎖が結合することを世界に先駆け

て示した(Neurosci. Lett. 2019; J. Neuropathol. Exp. Neurol. 2020)。これは、神経変性疾患における

封入体の多様なユビキチン鎖修飾が、物性変化、タンパク質分解抵抗性、神経炎症や細胞死の亢

進など病因（プロテイノパチー）に関わる可能性を示唆している。 

（６）徳永は LUBACが創薬標的として重要である

と考え、25 万個のライブラリーから LUBAC 阻害剤

を探索し、新規化合物(HOIP inhibitor-1; HOIPIN-1)を

同定し、これを基にした誘導体展開から、より強力な

阻害剤 (HOIPIN-8)を見出した (SALS Discov. 2018; 

BBRC, 2019)（図６）。そして、HOIPIN-1/8が HOIP

の活性中心 Cys へ結合することを構造生物学的に明

らかにするとともに、NF-kB やインターフェロン産

生経路などの自然免疫制御、細胞死亢進、予後不良型

B 細胞リンパ腫(ABC-DLBCL)や乾癬に対する治療効

果を持つことを示した(Commun. Biol. 2020)。さらに、細胞内に侵入したサルモネラなど細菌に

よって誘導されるオートファジー（ゼノファジー）において、LUBACとオートファジー受容体

の NDP52 が協調的に働いており、HOIPINs はゼノファジーを制御することを示した(Front. 

Immunol. 2021)。これらの結果は、HOIPINs が創薬シーズとして期待できることを示している。 

（７）Tリンパ球は獲得免疫に重要な

役割を果たし、線維芽細胞など体細胞

系とは異なる特徴的な抗原受容体を介

した NF-kB 活性化経路(TCR 経路)を有

する。徳永は、LUBAC が TCR 経路に

特有の CARMA1-BCL10-MALT1(CBM)

複合体を一過性にM1Ub化することで、

IKK 活性化を導くことを細胞生物学的

に明らかにした。また、その経時変化を

鈴木とともに数理シミュレーションし、T細胞では CBM複合体が NEMOよりも優先的にM1Ub

化されることで、迅速な NF-kB活性化を導くことを見出した(Front. Immunol. 2020)（図７）。

これは、リンパ球における NF-kBシグナル活性化の特性の一端を解明したものである。 
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図７ T細胞におけるCBM複合体のM1Ub化を伴うNF-kB活性化の数理シミュレーション

CBM複合体（上）またはNEMO （下）のM1Ub化を
介したIKK活性化経路モデル

CBM複合体のM1Ub化を介するIKK活性化（赤）はNEMOのM1Ub化を介したIKK活性化(青）より迅速に起こる
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Hattori M, Ishikawa O, Oikawa D, Amano H, Yasuda M, Kaira K, Ishida-Yamamoto A, Nakano H,
Sawamura D, Terawaki SI, Wakamatsu K, Tokunaga F, Shimizu A

91
 １．著者名

10.1111/1346-8138.14149

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Generalized verrucosis caused by various human papillomaviruses in a patient with GATA2
deficiency

J. Dermatol. e108-e109

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kuriyama Yuko、Hattori Mai、Mitsui Takeki、Nakano Hajime、Oikawa Daisuke、Tokunaga Fuminori、
Ishikawa Osamu、Shimizu Akira

45
 １．著者名

10.1111/bjd.15342

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Endoplasmic reticulum stress in the pathogenesis of pretibial dystrophic epidermolysis bullosa

Br. J. Dermatol. e92～e93

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hattori M.、Shimizu A.、Oikawa D.、Kamei K.、Kaira K.、Ishida-Yamamoto A.、Nakano H.、Sawamura
D.、Tokunaga F.、Ishikawa O.

177
 １．著者名



2016年

2016年

2016年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1074/jbc.M116.728303

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
nteraction of tumor necrosis factor receptor-associated factor 6 (TRAF6) and Vav3 in the
receptor activator of nuclear factor kB (RANK) signaling complex enhances osteoclastogenesis.

J. Biol. Chem. 20643-20660

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Yu, J., Yun, H., Shin, B., Kim, Y., Park, E.S., Choi, S., Yu, J., Amarasekara, D.S., Kim, S.,
Inoue, J., Walsh, M.C., Choi, Y., Takami, M. and Rho, J.

291(39)
 １．著者名

10.1128/AAC.01043-16

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Identification of nafamostat as a potent inhibitor of Middle East respiratory syndrome (MERS)
corona virus S-mediated membrane fusion using the split protein-based cell-cell fusion assay

Antimicrob. Agents Chemother. 6532-6539

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Yamamoto, M., Mastsuyama, S., Li, X., Takeda, M., Kawaguchi, Y., Inoue, J.* and Matsuda, Z. 60（11）
 １．著者名

10.1002/dvdy.24427

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Regional regulation of filiform tongue papillae development by Ikkα/Irf6

Dev. Dyn. 937-946

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Kawasaki, M., Kawasaki, K., Oommen, S., Blackburn, J., Watanabe, M., Nagai, T., Kitamura, A.,
Maeda, T., Liu, B., Schmidt-Ullrich, R., Akiyama, T., Inoue, J., Hammond, N.L., Sharpe, P.T.
and Ohazama, A.

245（9）

10.1084/jem.20151780.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Identification of embryonic precursor cells that differentiate into thymic epithelial cells 5
expressing autoimmune regulator

J. Exp. Med. 1441-1458

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Akiyama, N., Takizawa, N., Miyauchi, M., Yanai, H., Tateishi, R., Shinzawa, M., Yoshinaga, R.,
Kurihara, M., Demizu, Y., Yasuda, H., Yagi, S., Wu, G., Matsumoto, M., Sakamoto, R., Yoshida,
N., Penninger, J.M., Kobayashi, Y., Inoue, J. and Akiyama, T.

213(8)



2017年

2016年

2016年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.3390/ijms18020326.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Reduced SHARPIN and LUBAC formation may contribute to CCl4- or acetaminophen-induced liver
cirrhosis in mice.

Int. J. Mol. Sci. E326

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yamamotoya T, Nakatsu Y, Matsunaga Y, Fukushima T, Yamazaki H, Kaneko S, Fujishiro M, Kikuchi
T, Kushiyama A, Tokunaga F, Asano T, and Sakoda H

18
 １．著者名

10.1038/srep34756.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Structural and functional analysis of DDX41: a bispecific immune receptor for DNA and cyclic
dinucleotide.

Sci. Rep. 34756

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Omura H, Oikawa D, Nakane T, Kato M, Ishii R, Ishitani R, Tokunaga F, and Nureki O. 6
 １．著者名

10.1038/ncomms12547.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Linear ubiquitination is involved in the pathogenesis of optineurin-associated amyotrophic
lateral sclerosis.

Nat. Commun. 12547

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Nakazawa S, Oikawa D, Ishii R, Ayaki T, Takahashi H, Takeda H, Ishitani R, Kamei K, Takeyoshi
I, Kawakami H, Iwai K, Hatada I, Sawasaki T, Ito H, Nureki O, and Tokunaga F.

7
 １．著者名

10.1371/journal.ppat.1006162

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
HTLV-1 Tax Induces Formation of the Active Macromolecular IKK Complex by Generating Lys63- and
Met1-Linked Hybrid Polyubiquitin Chains.

PLoS Pathogens e1006162

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Shibata, Y., Tokunaga, F., Goto, E., Komatsu, G., Gohda, J., Saeki, Y., Tanaka, K., Takahashi,
H., Sawasaki, T., Inoue, S., Oshiumi, H., Seya, T., Nakano, H., Tanaka, Y., Iwai, K. and Inoue,
J.
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2017年

〔学会発表〕　計113件（うち招待講演　24件／うち国際学会　18件）

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

OIST-Univ, of Tokyo, Mini-Talk Series（招待講演）（国際学会）

第79回日本癌学学術総会

Establishing International Research Network of Mathematical Oncology（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Jun-ichiro Inoue

山本瑞生、山口貴世志、古川洋一、井上純一郎

Jun-ichiro Inoue, Mizuki Yamamoto

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Nafamostat is an existing drug with multiple possible therapeutic effects on COVID-19

CRISPR/Cas9システムを用いたトリプルネガティブ乳癌におけるEMT/MET可塑性制御機構の解析

Intratumoral bidirectional transitions between epithlial & mesenvhymal cells in triple-negatine breast cancer

10.1016/j.bbrc.2017.02.040.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Decreased linear ubiquitination of NEMO and FADD on apoptosis with caspase-mediated cleavage of
HOIP.

Biochem. Biophys. Res. Commun. 152-159

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Goto E and Tokunaga F. 485
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本薬学会　第141回年会

第43回日本分子生物学会年会

第43回日本分子生物学会年会

第44回日本遺伝カウンセリング学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

安西聖敬、高橋美帆、西川恵三、井上純一郎、西川喜代孝

秦裕子、廣木朋子、北村亜矢、相澤愛子、宮村尚明、津本浩平、井上純一郎、尾山大明

Mizuki Yamamoto, Jun-ichiro Inoue, Yasushi Kawaguchi and Jin Gohda

馬場遥香, 浄弘裕紀子, 堀田純子, 徳永文稔, 瀬戸俊之

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

ヒトがん細胞におけるEGF刺激依存的ユビキチン化修飾ダイナミクスの　高解像度プロテオーム解析

The Anticoagulant Nafamostat Potently Inhibits SARS-CoV-2 S Protein-Mediated Fusion in a Cell Fusion Assy System and Viral
Infection in vitro in a Cell-Type-Dependent Manner

大阪市立大学医学部1年生に対する臨床遺伝教育の試み

選択的骨送達機能を持つ破骨細胞分化制御ペプチドの開発



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第93回日本生化学会大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第93回日本生化学会大会

第93回日本生化学会大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

及川大輔, 徳永文稔

宮下裕久, 及川大輔, 寺脇正剛, 徳永文稔

徳永文稔, 及川大輔, 畑中尚也, 鈴木貴

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

HOIPINsによるLUBAC活性抑制と自然免疫応答制御の分子基盤

NDP52のユビキチン結合性を介した炎症応答・細胞死制御とLUBAC阻害剤の影響

非定型型直鎖状ユビキチン鎖を足場とするNF-κB活性化の細胞機能と数理モデル

ヒトDUBアレイ技術を用いたUSP特異的阻害剤の開発

 １．発表者名

 １．発表者名
高橋宏隆, 山中聡士, 桑田翔平, 檜垣佳奈, 佐藤裕介, 深井周也, 徳永文稔, 澤崎達也,

第93回日本生化学会大会（招待講演）



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第93回日本生化学会大会

JSPS Core-to-Core Program “Establishing International Research Network of Mathematical Oncology”（招待講演）

中林修, 高橋宏隆, 村井晋, 大竹史明, 駒澤幸子, 土屋勇一, 佐伯泰, 吉田雪子, 山崎創, 徳永文稔, 森脇健太, 澤崎達也, 中野裕康

Tokunaga F, Oikawa D, Hatanaka N, Suzuki T

高橋宏隆, 長尾和哉, 岩崎誠, 佐藤裕介, 及川大輔, 徳永文稔, 澤崎達也

徳永文稔, 伊東秀文, 及川大輔

第43回日本分子生物学会年会（招待講演）

第43回日本分子生物学会年会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

cFLIPのユビキチン化による新たなアポトーシス抑制機構の解析

Mathematical Model of Linear Ubiquitination-mediated NF-κB Activation Pathway

コムギ無細胞系を用いた直鎖状ユビキチン鎖の新規デコーダー分子の網羅的探索と機能解析

非定型型直鎖状ユビキチン鎖を足場とした炎症シグナル発信とプロテイノパチー

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asian-African Research Forum on Emerging and Reemerging Infections 2019（招待講演）（国際学会）

Asian-African Research Forum on Emerging and Reemerging Infections 2019（国際学会）

Asian-African Research Forum on Emerging and Reemerging Infections 2020（国際学会）

第92回　日本生化学会大会　シンポジウム（招待講演）

Mizuki yamamoto, Takeshi Ichinohe, Aya Watanabe, Yusuke Fujinami, Yasushi Kawaguchi, Zene Matsuda,  Jun-ichiro Inoue

Yusuke Fujinami, Mizuki Yamamoto, Aya Watanabe, Yasushi Kawaguchi, Zene Matsuda, Jun-ichiro Inoue

井上純一郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Jun-ichiro Inoue

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Cell-based membrane fusion assay for flavivirus envelope proteins

Mechanistic analysis of small molecules that inhibit flavivirus E protein-mediated membrane fusion

Basal-like乳癌における腫瘍内上皮間葉転換機構の解析
 ２．発表標題

Identification of anti-viral compounds through high through put screening (HTS) using split-protein-based cell-cell fusion
assay

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

26th East Asia joint Symposium on Biomedical Research（招待講演）（国際学会）

第67回日本ウイルス学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山本瑞生、一戸猛志、渡邉亜矢、藤波祐丞、川口寧、松田善衛、井上純一郎

山本瑞生、山口貴世志、古川洋一、井上純一郎

福井優也、村上善則、井上純一郎、坂本毅治

井上純一郎

第78回日本癌学会学術総会

第78回日本癌学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

フラビウイルスエンベロープタンパクのウイルスフリー膜融合アッセイ

CRISPR/Cas9システムを用いたトリプルネガティブ乳癌におけるEMT/MET可塑性制御機構の解析

腫瘍関連マクロファージにおけるHIF活性化因子Mint3の機能解析

Role of NF-κB in marmary gland development and breast cancer progression

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第67回日本ウイルス学会学術集会

TEMTIA IX（国際学会）

藤波祐丞、山本瑞生、渡邉亜矢、川口寧、松田善衛、井上純一郎

M.Yamamoto, K.Yamaguchi, Y.Furukawa, J.Inoue

T.Sakamoto, Y.Fukui, M.Seiki, Y.Murakami, J.Inoue

Tatsunori Nishimura, Natsuoko Kimura, Takahiko Murayama, Yukino Machida, Daisuke Iejima, Reiko Sakamoto, Mizuki Yamamoto,
Naoki Itano, Yusuke Inoue, Masataka Ito, Nobuyuki Yoshida, Junichiro Inoue, Kouichi Akashi, Hideyuki Saya, Koji Fujita,
Masahiko Kuroda, Issay Kitabayashi, Arinobu Tojo, Noriko Gotoh

Cell Symposia　Hallmarks of Cancer（国際学会）

第42回日本分子生物学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

フラビウイルスEタンパク質依存性膜融合に対する低分子阻害剤の作用機構解析

The CRISPR/Cas9-meditated gene knpckout screening to analyze EMT-MET plasticity in triple-negative breast cancer

Host Mints controls chemotherapy-induced pre-metastatic niche formation

Critical roles of FRS2beta for creating the cytokine-rich precancerous microenvironment for mammary tumorigenesis

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回日本分子生物学会年会

第42回日本分子生物学会年会

第42回日本分子生物学会年会

第42回日本分子生物学会年会

Yusuke Fujinami, Mizuki Yamamoto, Aya Watanabe, Yasushi Kawaguchi, Zene Matsuda, Jun-ichiro Inoue

福井優也、林哲郎、村上善則、井上純一郎、坂本毅治

秦裕子、北村亜矢、廣木朋子、相澤愛子、宮村尚明、小島由紀子、津本浩平、井上純一郎、尾山大明

 ２．発表標題

 ２．発表標題

植松崇之、山崎大賀、小林憲忠、井上純一郎、清木元治、坂本毅治

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Mechanistic analysis of small molecules that inhibit flavivirus E protein-mediated membrane fusion

腫瘍関連マクロファージにおけるHIF活性化因子Mint3の機能解析

リシンアセチル化及びユビキチン化が規定する細胞応答ネットワークの時系列プロテオーム解析
 ２．発表標題

Listeria monocytogenes感染におけるHIF-1活性化因子Mint3を介した自然免疫応答機構の解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回日本分子生物学会年会

第42回日本分子生物学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

及川大輔、駒倉啓大、福士雅也、入江崇、堀居拓郎、畑田出穂、阪口剛正、徳永文稔

坂東沙弥、井上純一郎

山本瑞生、山口貴世志、古川洋一、井上純一郎

植松崇之、山崎大賀、小林憲忠、井上純一郎、清木元治、坂本毅治

第42回日本分子生物学会年会

第42回日本分子生物学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

LRBA DUF1088ドメインの自然免疫制御における重要性

破骨細胞分化におけるRANKシグナルの機能解析

CRISPR/Cas9システムを用いたトリプルネガティブ乳癌におけるEMT/MET可塑性制御機構の解析

Listeria monocytogenes感染におけるHIF-1活性化因子Mint3を介した自然免疫応答機構の解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回日本分子生物学会年会

第42回日本分子生物学会年会

高橋宏隆、及川大輔、長尾和哉、岩崎誠、今井祐記、徳永文稔、澤崎達也

駒倉啓大、及川大輔、徳永文稔

徳永文稔

塩田正之、田中昌子、鰐渕英機、徳永文稔

第42回日本分子生物学会年会（招待講演）

第14回日本臨床ストレス応答学会大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

直鎖状ポリユビキチン鎖結合タンパク質ZnUBPファミリーのNF-kB抑制機構の解明

脱ユビキチン化酵素OTUD1によるNF-kB経路とインターフェロン産生経路の相反的制御

直鎖状ユビキチン鎖生成を介した炎症シグナル発信と疾患・創薬

Hsp72によるがん細胞遊走制御

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第14回日本臨床ストレス応答学会大会

第92回日本生化学会大会（招待講演）

第24回日本病態プロテアーゼ学会学術集会

Cold Spring Harbor Laboratory Meeting on Ubiquitin, Autophagy & Disease（国際学会）

及川大輔, 駒倉啓大, 阿部貴則, 飯尾清誠, 小比賀真吾, 勝矢健, 花田和希, 坂本信二, 徳永文稔

駒倉啓大、徳永文稔

Oikawa, D., Katsuya, K., Hanada, K., Sugawara, K., Tsuruta, D., Sakamoto, S., Tokunaga, F.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

及川大輔、畑中尚也、鈴木貴、徳永文稔

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

LUBACシグナルソームによる自然免疫応答の選択的制御

自然免疫制御に関わる新規脱ユビキチン化酵素OTUD1の同定と生理機能解析

Screening and characterization of novel LUBAC inhibitors, HOIPINs
 ２．発表標題

LUBACによるT細胞受容体シグナル制御に関する細胞・生化学及び数理モデル解析

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第91回日本生化学会大会

第77回日本癌学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山本瑞生、井上純一郎

山本瑞生、井上純一郎

阿部智帆、山本瑞生、井上純一郎

井上純一郎

先端モデル動物支援プラットフォーム・若手支援技術講習会

先端モデル動物支援プラットフォーム・若手支援技術講習会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

トリプルネガティブ乳癌におけるEMT/MET相互転換機構の解析

Basal-like乳癌における自発的上皮間葉転換（EMT)とMETの機構解析

Basal-like乳癌モデルマウスにおけるゲノム編集技術CRISPR-Cas9を利用した癌抑制遺伝子評価系の確立

TRAF6を介するNF-kBシグナルの生理的病理的な役割

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第41回日本分子生物学会年会

第41回日本分子生物学会年会

山本瑞生、井上純一郎

阿部智帆、山本瑞生、井上純一郎

藤波祐丞、山本瑞生、渡辺亜矢、井上純一郎

山本瑞生、井上純一郎

先端モデル動物支援プラットフォーム成果発表会

11th AACR-JCA Joint Conference（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Basal-like乳癌モデルマウスにおける、ゲノム編集技術CRISPR-Cas9を利用した癌抑制遺伝子評価系の確立

The CRISPR-Cas9 mediated gene knockout system to identify tumor suppressor genes in basal-like breast cancer mouse model

Establisyment of quantitative membrane fusion assay for Dengue virus

Intratumoral bidirectional transitions beyween epithelial and mesenchymal cells in triple-negative breast cancer

 １．発表者名



2019年

2019年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

11th AACR-JCA Joint Conference（国際学会）

日本薬学会第139年会

第６５回日本生化学会近畿支部例会

第９１回日本生化学会大会

井上純一郎

及川大輔、花田和希、菅原弘二、寺脇正剛、水上裕加里、鶴田大輔、坂本信二、徳永文稔

後藤栄治、浜田大輔、及川大輔、鈴木貴、徳永文稔

 ２．発表標題

 ２．発表標題

阿部智帆、山本瑞生、井上純一郎

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

PMDA科学委員会　医薬品開発部会での検討

新規LUBAC阻害剤、HOIPIN-1の作用機序と病態抑制効果

T細胞受容体を介したNF-κBシグナル制御の数理シミュレーション
 ２．発表標題

The CRISPR-Cas9 mediated gene knockout system to identify tumor suppressor genes in basal-like breast cancer mouse model

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第１３回臨床ストレス応答学会大会

第１３回臨床ストレス応答学会大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

駒倉啓大、後藤栄治、及川大輔、阿部貴則、徳永文稔

及川大輔、駒倉啓大、徳永文稔

及川大輔、花田和希、勝矢健、菅原弘二、水上裕加里、鶴田大輔、坂本信二、徳永文稔

塩田正之、田中昌子、鰐渕英機、徳永文稔

第９１回日本生化学会大会

第１３回臨床ストレス応答学会大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

自然免疫制御に関わる新規脱ユビキチン化酵素（OTUD1）の同定と生理機能解析

オートファジーアダプターNDP52による新規NF-κB・細胞死制御機構

直鎖状ユビキチン鎖生成酵素(LUBAC)に対する新規阻害剤の開発と炎症病態抑制

HSP72複合体の単離による血中微量タンパク質の同定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第４１回日本分子生物学会年会

第４１回日本分子生物学会年会

後藤栄治、浜田大輔、及川大輔、鈴木貴、徳永文稔

及川大輔、花田和希、勝矢健、菅原弘二、水上裕加里、鶴田大輔、坂本信二、徳永文稔

駒倉啓大、後藤栄治、及川大輔、阿部貴則、徳永文稔

阿部貴則、及川大輔、寺脇正剛、後藤栄治、高橋宏隆、大竹史明、川原裕之、堀居拓郎、畑田出穂、佐伯泰、田中啓二、澤崎達也、徳永文
稔

第４１回日本分子生物学会年会

第４１回日本分子生物学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

TCRシグナルにおける直鎖状ユビキチン化の数理モデル解析

新規LUBAC阻害剤の探索と機能評価

OTUD1は自然免疫制御に関わる脱ユビキチン化酵素である

自然免疫制御に関わる新規RING型E3(RNF126)の同定と機能解析

 １．発表者名



2018年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第４１回日本分子生物学会年会

1st International Symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of Biological Signaling Networks
（招待講演）（国際学会）

1st International Symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of Biological Signaling Networks
（国際学会）

1st International Symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of Biological Signaling Networks
（国際学会）

Fuminori Tokunaga

Kazuya Nagano, Hirotaka Takahashi, Fuminori Tokunaga, Tatsuya Sawasaki

Hirotaka Takahashi, Satoshi Yamanaka, Yusuke Sato, Daisuke Oikawa, Shuya Fukai, Fuminori Tokunaga, Tatsuya Sawasaki

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高橋宏隆、山中聡士、桒田翔平、後藤栄治、今井賢一郎、富井健太郎、佐藤裕介、深井周也、徳永文稔、澤崎達也

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Cellular mechanism of LUBAC-mediated NF-κB activation pathway

Screening and analysis of novel linear polyubiquitin chain binding proteins based on wheat cell-free 20K-HUPA

Subquinocin, a small moleculae inhibitor for USPs, promotes NF-κB signal by stabilization of M1-linked polyubiquitin
 ２．発表標題

コムギ無細胞系を用いて作製した脱ユビキチン化酵素(DUB)プロテインアレイによるポリユビキチン鎖基質特異性とDUB阻害剤の選択性評価

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第35回日本骨代謝学会学術集会

第35回日本骨代謝学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

弓桁洋、田口祐、井上純一郎

Daisuke Oikawa, Ken Katsuya, Kazuya Hanada, Shinji Sakamoto, Fuminori Tokunaga

Keidai Komakura, Eiji Goto, Daisuke Oikawa, Takanori Abe, Fuminori Tokunaga

田口祐、井上純一郎

1st International Symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of Biological Signaling Networks
（国際学会）

1st International Symposium on Interdisciplinary Approaches to Integrative Understanding of Biological Signaling Networks
（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

破骨細胞形成の細胞融合におけるTRAF6依存性分子機構の解明

Identification and characterization of small-molecule LUBAC inhibitors, HOIPINs

OTUD1, and OTU family deubiquitinase, is involved in innate immune responses

新規スクリーニングシステムによる破骨細胞分化阻害薬の同定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第4回包括的緩和医療科化学学術研究会・第5回Tokyo疼痛緩和次世代研究（招待講演）

新興再興事業・J-GRID合同シンポジウム（招待講演）

井上純一郎

井上純一郎

Mizuki Yamamoto

井上純一郎

CAS-IMSUT Workshop on Infectious Diseases（招待講演）

金沢大学がん進展制御研究所共同利用・共同研究拠点シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

NF-κBシグナルによるTriple negative乳がんの悪性化

膜融合によるウイルス感染を阻止する化合物のハイスループットスクリーニング系の確立

Establishment of a high-throughput screening assay for antiviral agents using cell-based fusion assay

ヒトT細胞白血病ウイルスの発癌タンパクの発癌タンパク質TaxによるNF-κB活性化機構

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第76回日本癌学会学術総会

Adovances in Breast Cancer Research（国際学会）

金沢大学がん進展制御研究所　共同利用・共同研究拠点シンポジウム

ConBio2017　第40回日本分子生物学会年会・第90回日本生化学会大会

山本瑞生、井上純一郎

山本瑞生、後藤典子、井上純一郎

井上純一郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

山本瑞生、井上純一郎

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Intratumoral bidirectional transitions between epithelial and mesenchymal cells in triple-negative breastnancer

Basal-like乳癌における腫瘍内上皮間葉転換機構の解析

非古典的NF-kB経路の１細胞ライブイメージング
 ２．発表標題

トリプルネガティブ乳癌における上皮‐間葉‐腫瘍内双方向転換の制御機構

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

先端モデル動物支援プラットフォーム　成果発表会

第64回日本生化学会　近畿支部会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

及川大輔、徳永文稔

関崇生、田口祐、井上純一郎

弓桁洋、田口祐、井上純一郎

阿部智帆、山本瑞生、井上純一郎

ConBio2017　第40回日本分子生物学会年会・第90回日本生化学会大会

ConBio2017　第40回日本分子生物学会年会・第90回日本生化学会大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

マイトファジー受容体のユビキチン結合性はNF-κBと細胞死制御に関与する

IκBαとP100によってRelBのダイナミクスは制御されている

破骨細胞形成の細胞融合におけるTRAF6依存性分子機構の解明

ゲノム編集技術CRISPR/Cas9システムを利用したBasal-like乳癌モデルマウスの開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ConBio2017

ConBio2017

葛谷早喜子、及川大輔、徳永文稔

及川大輔、葛谷早喜子、花田和希、寺脇正剛、鶴田大輔、坂本信二、徳永文稔

阿部貴則、後藤栄治、及川大輔、高橋宏隆、堀居拓郎、寺脇正剛、畑田出穂、澤崎達也、徳永文稔

後藤栄治、徳永文稔

ConBio2017

ConBio2017

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

NDP52のユビキチン結合性はNF-κBと細胞死制御に関与する

直鎖状ユビキチン鎖生成酵素(LUBAC)に対する新規阻害剤の細胞・生化学機構と疾患治療への応用

LUBAC活性を制御する新規RING型ユビキチンリガーゼの機能解析

JurkatヒトT細胞株におけるLUBACの機能解析

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ConBio2017

ConBio2017

ConBio2017

Keystone Symposia-ubiquitin signaling（招待講演）（国際学会）

長尾和哉、中島達朗、高橋宏隆、徳永文稔、澤崎達也

桑田翔平、山中総士、岡田健吾、後藤栄治、徳永文稔、高橋宏隆、澤崎達也

Oikawa D, Hanada K, Terawaki S, Sakamoto S, Tokunaga F

 ２．発表標題

 ２．発表標題

後藤栄治、阿部貴則、徳永文稔

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

コムギ無細胞人プレテインアレイを基盤とした新規直鎖状ユビキチン結合タンパク質の探索と機能解析

85種類のヒト脱ユビキチン化酵素(DUB)の完全超組換えタンパク質を用いたポリユビキチン鎖特異性決

Characterization of a novel LUBAC inhibitor, HOIPIN-1
 ２．発表標題

NF-κB活性制御に関わる新規OTU型脱ユビキチン化酵素の同定

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第3回日本HTLV-1学会学術集会

第89回日本生化学会大会

 ３．学会等名
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